


















難しい語などには※の印 付け、その条の末尾に註を付けた。また日記原文には改行がないが、 訳文は内容に応じて適宜改行し なお敬語については、やや不自然な表 があるが、当時の伏見宮貞成 微妙な立場を勘案した結果である。  『看聞日記』現代語訳（一）では、応永二三年（一四一六）正月一日から三月二九 までの分を、 『米沢史学』三〇号（二〇一四年）に掲載した。　本稿で訳出したのは、紙幅の都合上、応永二三年四月一日から七月
二九日までの分である。 『看聞日記』 現代語訳した経緯などについては、 （一）を参照されたい。　
本稿により、 『看聞日記』 面白さを少しでも多くの方に知ってい


































けになった。新御所 兄・治仁王） ・私・田向経良三位・庭田重有朝臣・田向長資朝臣・寿蔵主らがお供し 松原の芝生で一献の酒宴をした。寿蔵主が酒宴の幹事をした。これは昨日の十種香で私が勝ったので、敗者の罰ゲームとして皆がやっ くれたことである。
九日、雨が降った。琵琶法師の祖一勾当が来た。平家物語を語った。
祖一は、今回、はじめて伏見宮家に来た。
興福寺常楽会十五日、晴。新御所様のお部屋で音楽会があった。稽古として、重日（※）に雅楽の練習を始めた。田向長資朝臣も参加した。平調の曲を七つ弾いた。さて伝え聞くところによると、今日興福寺で常楽会があったそうだ。春に行うはずだった 、今まで延期されてい そうだ。興福寺寺務の仏地院が準備したという。荒序 （こうじょ） 、
　
六位以下・地下（じげ）の楽人である山井景房・同景親・豊原藤秋・同氏秋らがそれぞれ演奏し いと申し出た。ある者は有力者のコネ
























庭座の公卿は、 室町殿内大臣 ・ 西園寺実永右大将 ・ 広橋兼宣大納言 ・










装束をご覧に入れるため、装束を着たまま参上してきた。神妙なことである。珍しい姿で目の保養になった。特に酒を与えた。その後すぐに退出した。小忌の様子は、袍（麻布で地の色は白。桐、竹や鳳凰の絵が描いてある） ・摺袴（※麻布。孔雀の絵が描いてある。屏風絵のようだ。裏地の色も見えないくらい、びっしりと描かれおり、錦のよう みえた） 袴には括り紐があった。摺袴 下に板引 （※） の紅袴を重ね着していた。上袴 ・ 下袴いずれも表 だけだった。袴の股立（※）から円い緒の組み紐が総角 ）にように出ていた。組み紐の前に露 なものがみえた 、 それは水晶だった。左の袖の上に赤い紐があった。下襲（※ ・半臂（※）は通常通り、表地だけだった。裾（※）は通常のように蘇芳色（※）だった。小忌衣の後ろの裙（すそ）は長くて裾（きょ） 上に重なっている 、裾（きょ）よりは小忌衣の後ろの裙（すそ）の方が幅が狭 。それは麻布の一ハタハリ（※）の幅である。剣は平緒（※）の帯で吊されており、螺鈿 装飾があ 尻鞘（※）は虎皮である。平緒は紺地であった。冠には纓（※）が懸かっている。挿頭（かざ は桜の花である。沓は絲鞋（※） 。扇は通常のも と同じである 小忌の装束は、だいたい以上のような様子であった。
　　
この前の大嘗会の時、田向長資朝臣が小忌衣で参列した。その表











※股立 （ももだち） …袴の左右、 腰の側面にあたる明きの縫い止め部分※総角（あげまき）…古代の少年の髪 結い方。頭髪を左右に分け
頭上に巻きあげ、角状に両輪をつくったもの
※下襲（したがさね）…袍と半臂の間に着る服。※半臂（はんぴ）…袍の下に着る袖なしの胴 。※裾（きょ）…下襲の後ろに引く長 尾のような部分。※蘇芳色 すおういろ）…黒味を帯びた赤い色。※一ハタハリ…未詳。布の一幅（ひとの）＝一尺 ことか※平緒（ひらお） 左腰に剣をつるす幅広 帯。※尻鞘（しりざや）…太刀の鞘を覆う毛皮 袋。※纓（えい）…冠の後ろから背中にたらす長細い薄布のこと。※絲鞋（しが 。いと くつ）…絹糸製 沓。※日影糸心…日陰の糸 かげのいと のことであ う。神事の際に
冠の笄 （こうがい） の左右に結んで垂らした青色または白色の組糸。
光台寺の風呂二十三日、晴。賀茂祭である。典侍は広橋大納言の娘、近衛使は白川
雅量近衛少将兼神祇伯である。住心院深基法印が来た。一献分のお酒を持参した。深基法印は、豪融僧正の弟子である。そして実は豪融の実子でもある 豪融がまだ稚児で出家する前にできた子だそうだ。一献の酒宴が った。新御所様と私は参加しなかった。田向経良三位・庭田重有・田向長資ら朝臣・世尊寺行豊が参加した。琵琶法師の祖一が来て、酒宴の際に平家物語を語ったそうだ。 は数時間して、帰ったという。そ 後、光台寺の風呂に入った。
　　
この光台寺の風呂は、去年、三木与一善康が叛逆した時に、善康
によって焼かれてしまった。その後新造し ので、光台寺から風呂の入り初めに御所様をお招きしたの ある。新御所様・私・椎野寺主・田向経良三位・庭田重有朝臣・田向長資朝臣・世尊 行豊 寿蔵主らがお供した。光台寺住職の部屋で一献の酒宴があった。住職と老僧二人 御所様をおもてなし た。ここでも祖一が平家物語を語った。
　　
酒宴の時、土倉の宝泉を御所様の御前に呼んでお酒を与えた。宝











た。 医師の昌耆に御所様が対処法をお尋ねになっ 「亀を水で洗って、仰向けにして鏡で自分の姿を亀にみせ と、小便をするはずです。 その小便を良い漢方薬に調合してお耳に入れるとよろし です」と昌耆は答えた。そしてその良薬を献上した それで宇治川に行って亀を捕まえて、言われたとおりに鏡 見せた。亀はすぐした。医師の言ったとおりだ。すばらしい処方だ。
二十九日、晴。釈迦の入滅を追悼する涅槃会だ。その法会に飾るため










































慈光寺師仲の死八日、 晴。大光明寺の得都寺 （※） が来た。法事中の軽食の経費を持っ
てきた。 「明日の法事で、大光明寺長老様が焼香してくださるので、御所様にも法事にご参列いただければ ありがたいのですが」という申し入れであった。得都寺の父上三十三回忌の追善供養を執り行うため、 このように申し入れたそう 。 御所様は 「参列するつもりだ」と仰って、 得都寺 お酒を飲ませ 。そして茗（※）を十袋与えた。
　　
ところで、慈光寺師仲右衛門佐が今朝亡くなったそうだ。去年よ
















































て、 一同拝礼した。次に講式が読まれた。次に三台急が演奏された。伽陀（※）を読む式があった。次に泔洲が演奏された。その次に伽陀の式。次に春楊柳の演奏 ま 次に伽陀の式。次に五常楽に伽 降楽として太平楽急。そして回向（※）の伽陀と林歌の演奏で、法会は終了した。
　　
御所様は鞨鼓、新御所様と私は琵琶、田向経良三位は大鼓、田向
長資朝臣は笙を演奏した。僧の人数が少ない、ささやかな法会だったが、特に経典 講 を模範となさったもので った これからは伏見宮家の男女が順番を組んで、継続的に地蔵講を行おうということになった。
※逆修（ぎゃくしゅう）…生きているうちに、あらかじめ死後の冥福
を祈って仏事を行なうこと。





を七つ弾いた。その後、御所様のご命令で、請取楽（※）ということをした。新御所様・私・田向長資朝臣の各々が代わる代わる御所様の雅楽指導を受けた。楽曲は青海波だった。私は練習不足だったので、指導 受けた際に、拍子が遅れてしまい、つまらない演奏なってしまった。もっと練習に励まなけ ばいけ い
　　
その後、古文書の虫払いをした。 「行成卿」とリストに書かれた












たちが武具を持っているという。それをお調べになるために、わざわざ室町殿ご自身が相国寺へお入りになったそうだ。そして、 わかに大般若経略読の法要をなさ ことで、 「相国寺の僧侶は全員、仏殿へ集まりなさい」と うお触れをお出しになった。それで、僧は皆、仏殿に集まってきた。
　　
その留守中に、侍所の者と思われる武士に、寮や塔頭など寺中を
くまなく捜索させたそうだ。その結果、武器が八十あまりも見つかったという。それらの武器を持っていた僧三十二人を逮捕し、侍所へ身柄を拘束なさった。ただ、この僧 うち二人は斯波義教右衛門督が身柄を預かり、あと二人は侍所から逃げ出し そうだ。残る二十八人の僧は島流しにされるようだ。この騒動 発端は、ある稚児が金属製の鞭で僧侶の頭を打ち割っ こと あるそ だ。この事件があってから、僧は武器をもつべきではない 、室町殿 厳しくお取り締まりになったということだ。
二日、 晴。 音楽会があった。 豊原郷秋が来た。 盤渉調の曲を七つ弾いた。







神社へ参詣しての帰り道、伏見荘の指月庵へ参拝に来た。清原常宗の孫である範量は これま 指月庵を拝観したことがなかったので、是非、参拝したかったそうだ。田向経良三位が三人を船に乗せ 宇治川を遊覧させたという。
六日、晴。勝阿が一献の酒を持参してきた。さて九日の法会でおこな
う雅楽の演奏であるが、地下の楽人は都合がつかな そうだ。それで法会を八日に繰り上げたらい がですかと、綾小路信俊前参議が書状 提案してきた。それで八日に繰り上げなさった。また雅楽の練習をした。
七日、 晴。 いつものように祇園祭 あった。 伏見宮家でも内祭をした後、














としている。御簾の前には南北方向に折畳を二帖敷いてある。その次、南面した所に東西方向 折畳を二帖敷いてある。これらは殿上人の楽人の座である。その向こう、東面に畳を二帖、南北方向に敷いて、僧侶の式師・伽陀師（※）の座とする。西の に式師が着座し、東の畳に伽陀師が着座する。東に面した二間、そ 北側奥の一間にも緑色 御簾を懸け、参列所とした。その外側の廂一間分に落板を南側に敷いて、地下 楽人の座とした。その向かい合いである廂の北側に屏風を立 隔て、参列所とした 道場 東の対屋を僧侶や地下楽人の休み所とした。
　　
開始時間になって、殿上人や地下の楽人たちが着座した。御簾の
中の御所様も着座した。この垂らした御簾の中に、新御所様と私も同座した。御所様 後ろ 屏風を立 回 、侍女や惣得庵主らが座った。
　　
まず盤渉調の調子を吹いた。僧たちが道場に入り、着座した。次
に宗明楽が演奏された。式師 見邦が高座に登った。次いで皆で礼をして、伽陀 唱えら 次に地蔵講式が読まれ 次に蘇合序が十二拍子で演奏され 次に伽陀師の見英が声を整えて伽陀を唱えた。次に地蔵講式。次に蘇合序三帖。次に伽陀、 れには伴奏として綾小路信俊前参議が笛、郷秋が笙を吹いた。次 地蔵講式。次に蘇合破急、これを三回繰り返し、順番 演奏を止めていった。最初は笛の綾小路前参議が止め、次に笙の田向長資朝臣、そして琵琶の新御所様が最後に残った。次に伽陀 伴奏 笛は山井景清、笙を
－ 51 －
薗部：『看聞日記』現代語訳（二）
敦秋、琵琶が御所様。次に地蔵講式。次に万秋楽破、次に伽陀、伴奏の笛は景清、笙は郷秋、琵琶は新御所様。次に地蔵講式。次に輪台・青海波、三回の残楽、笛は景清、笙が敦秋、琵琶が私。次に回向の伽陀、伴奏の笛は景清、笙が敦秋、琵琶が御所様。次に千秋楽、三回の残楽、最初 笛で綾小路前参議、次 笙で郷秋、最後に残ったのは琵琶で御所様。この残楽の最初の時 式師が高座から降りた。残楽が三回終わってから、 僧たち 退出した。 に楽人 退出した。その後、御所様が控えの間にお入りになって 皆で食事をとった。
　　
田向経良卿は春の舞天覧の時、演奏したいと希望したが、称光天




琵琶は時々しかお弾きになら 代わり 鞨鼓 お打ちになったのである。
　　
琵琶法師の椿一検校が来た。このところ名望のある堪能な琵琶法
師だ。そこでこの道場の場で、平家物語を 句語らせた。参列者や僧たちも大勢、この平家語りに耳を傾けた。さらにまた一献 酒宴を続け 。夕方 て御所へ帰った。
　　
さて経良卿は法会が終わるとすぐに京都に出て行った。田向長資












僧たちと平家語りを聞いていたそ だ。その後、僧 ちも、風呂に入ってから、それぞれの寺に帰ってい た いう。
　　
御所様の中風の症状が治まらないが、雅楽をお聴きになりたいと












があった。盤渉調の曲、 通常の拍子の採桑老 ・ 万秋楽の序と破 ・ 輪台 ・青海波、そして朗詠をし 。私のリードで竹林楽も演奏した。次に舞を立て、三台・皇仁・河南浦・八仙を演奏した。笛は綾小路信俊前参議、笙は田向長資朝臣と豊原郷秋 琵琶は新御所様と私、大鼓は田向経良三位、鞨鼓は御所様、鉦鼓は田 だった。
　　
夕方、葉室教仲が一献の酒を持って来た。故葉室朝仲入道は伏見






る。その願いを綾小路信俊前参議と田向経良三位が御所様に取り次いでいる。伏見荘加納の芹河村を故豊原国秋が御恩地として拝領していた。ところが長講堂の御領地継承者が変わった時に、領地替えになってしまった。その後、伏見荘が御所様の領地として承認された際、高辻長広朝臣が芹河村 御恩地として申請し、御所様からいただいていた。郷秋は の領地に対する由緒を何度も申し上げたけれども、長広はきちんと奉公して るの 、理由もなく領地を取りあげることは難しい。だから、無理な相談だと 郷秋の訴えを退けていらっしゃっ 。それでも何度も信俊・経良両公卿を通して訴えていた、
笙の秘曲伝授と相伝系図　　
また御所様の笙に関して、故国秋が師匠として笙の相伝系図に御






あまりにもひどいので、しかたなく領地を取り返しなさっ 。きっと奉公をとりやめるのであろう ら、いよいよ伏見宮家では人手が足りなくなって、不便なことよ。私と ても嘆かわしく思うところである。
　　
御所様が中風でご気分がすぐれないので、御簾の中で雅楽をお聴
きになりたいと仰った。それで音楽会をした。一越調の曲七つ、次に舞を立てて左楽の万歳楽・春庭楽、右楽の鳥蘇・新靺鞨を演奏した。演者は綾小路前参議・田向三位・田向長資朝臣 郷秋らである。音楽会が終わってから、綾小路前参議が酒宴を用意 御前 酒宴が終わってからも、さ に台所で酒盛り あり、乱舞をした。郷秋が音調を変え 雅楽の曲をいろいろと演奏したので 聞いていて楽しかった。
十二日、晴。行蔵庵の仏事に大光明寺長老以下寺庵の僧たち八十人余




















かった。 御所様の病状は相変わらずであ 。 同阿 薬を持ってきた。その薬は加減人参湯である。
宇治川の殺生禁断十六日、雨が降った。日野資教一位入道が納涼のため伏見にいらっ

















た。喜ばしいことだ。冷泉正永が来た。田向長資朝臣が朝廷の小番を勤めた。初めての勤務だ。この小番については、室町殿である足利義持殿からしっかりと めるようにとの申し渡しがあった。その理由は、称光天皇陛下は武勇をお好みで、太刀・刀・弓矢などをもてあそばれる。陛下のご機嫌を損ねると、近臣や官女、身分の低い召使いの者に対してまでも、金属製の鞭でお叩きになる。また天皇でありながら、自ら弓をお引きになる。陛下の 行儀が良くな ことは、人々の秘かな悪口の種になって らしい。そのため、この件について室町殿から上皇様へご進言があった。それでまた広橋兼宣大納言・日野有光中納言・裏松義資中納言を使者にして、上皇様から直接お諫めが ったのだが、陛下は ったくお聞き入れにならない。そのような経緯から、朝廷の大番役・小番役の者 ちに対して、 「陛下をしっかりお守 しなさい」 （実質的には かり監視なさい）と、室町殿からご命令がでたと うことなの ある。こところ、 このような陛下の 行状 京都で一番の噂話になっている。
  　
さて田向経良三位が御所様からお叱りを受けたことを歎いてい











から御所様がお約束になってい 。それで今日、下さった。 「仙家」という名のある琵琶だ。後小松上皇様より八朔のお返しにい だいた琵琶だそうだ。これまで弾いていた琵琶は「白玉」という名の琵琶である。 今出川家に住ん いた時から長年弾き慣れ 楽器である。今出川左大臣から秘曲を伝授された時、本枕（※）としてもらったものである。その後ずっと、 の白玉を弾いているが、音量が物足りない。仙家も同じような琵琶 だが、 少しは音量 出るよう 。それで、この琵 をいただいたのである。
　　
さて政所の小川禅啓をお許しになることについて、大光明寺長老





た。しかし、御所様はお会いにはならなかった。相国寺のことで、室町殿は、 人供行者らをすべてお許しに り、 寺へ帰した。しかし白状によって逮捕した四～五人の僧は罪が重いので、遠流の罪になさったそうだ それまでに逮捕した二十八人の僧は、流罪を免れようだ。まずは状況が落ち着いて喜ばしいと、大光明寺長老がお話しになっていた。
名笛「柯亭」二十四日、晴。綾小路前参議が来た。長橋局（勾当内侍）に頼んでい
た事があり、今日はそのお返事を伝えるため 来たのだ。御所様は年老いて病気がちなので、領地の相続承認を、この春から冷泉永基を通して後小松上皇様へ申し入れなさっていた。 かし、まだ上皇様からのご返 ない。
　　
それで御所様はいろいろとお考えになった。 「柯亭」という、天








伝え置くつもりだということも、上皇様へのご書状にお書きになったとのことである。そのよ な才能の い私のことが上皇様のお耳に入る は喜ばしいやら恐れ多いやら。いよ よ練習に励もう 思うのだが、もともと才能がないので残念なことである
　　
永年大事に保管していた名器を他人のものにしてしまう は 残
念であり、また子孫への影響も少なくな 。いずれ せよ、悲しみの涙に暮れた。とてもの名残惜 さに、綾小路前参議に吹かせた。五常楽急・太平楽急などを吹いた。御所様もお聞きになり 皆、涙を流した。妙音天の思し召しにより再会できるこ を心中、祈念するばかりである。綾小路前参議に御笛とご書状を持たせて、退出させた。 「明日、長橋局のところに持って きます」と綾小路前参議が申し
二十五日、晴。今日から三日間、私は特別の祈願を行うつもりだ。長





だ。詳しい話も直接お伝えしたという。 「この笛のことはずっ 以前から聞き及んでいた。 つかは見てみたいと思って ころ、こうして献上された はとてもうれしい。 どこの誰にも譲り渡さこうして私に ていただいたこ まさに望み通りである」仰ったそうだ。上皇様のご機嫌がよかったので すぐに領地相続承認のことや私らに秘曲を伝授するこ なども詳 くお話ししたところ、いろいろと丁寧なお返事があっ そうだ。近日、上皇様から正式のお返事があるで ょうと勾当内侍から綾小路前参議へ書状が届いたという。そして綾小路 参議から以上 よう 内容を知らせる書状が来たそ で、まずはめでたいことで る。長谷寺と清水寺に祈念している最中にこ ような吉報が来たのは、 ずれにせよ仏の思し召しである。頼もし ことだ。
　　
さて新御所様への琵琶秘曲伝授は、今出川左大臣・綾小路前参議






て、いろいろと てくれた。大光明寺の客僧で 物語りの上手な人がいるそうだ。長老からの推薦があっ の 、御所様がお呼びになった。酒宴の肴として物語りをしてもら 。その弁舌 玉を吐くようであり、言葉は花を散らすようにすば かった。聴衆は心から感動した。ちょうど私が幹事役の時に、この僧の物語りで皆が盛り上がったのは、 っと鼻 高い。医師の同阿も て、物語りを聞いた。彼も僧の話に感心していたが、すぐに帰っていた。
室町女院領のリスト三十日、晴。綾小路前参議が来た。上皇様のお返事を持ってきた。名





















たりから火が出たらしい。出火場所は、浄花院の隣 だそうだ。ただこの浄花院は類焼を免れて無事だった。その次に裏辻実秀参議兼近衛中将 屋敷、その次に万里小路豊房前中納言 屋敷、そして万里小路時房頭弁の屋敷と燃え広がり、それに続いて上皇御所が焼けたという。この他にも、烏丸の薬師堂・土蔵・民家など十二町に及んで類焼したそうだ。
朝廷の防火　　
朝廷の四足門にも火が付いたが、打ち消したそうだ。紫宸殿も類












































相国寺の鎮守八幡宮の社前あ りに、天から小さな蛇が一匹降 てきたそうだ。 子供がそれを打ち殺してしまっ 近江国に この日、龍が舞い降りてきたそうだ 希にみる不思議なことだ。











蔵で、去る四日、と も珍しく不思議なことがあったという。その詳細は、次の通りだ。阿波国に身分の賤しい男がい ある時、小柄な法師が一人来て、 「私が住んで る草庵は壊れて、雨露にも耐えられません。それで建て替えよう 思っています。あなたが来て建てて下さい。頼みます」と言った。男は「私は貧 くて、食べていくことさえもままなり せん。ましてや妻や子を捨てて、他所へ出かける など、できるわけがあ せん」と断 た。小柄な法師は重ねて、 「そのことはお助 しましょう ただ来て下さい」 言った。それですぐに男は 法師と出かけた 阿波国から山城国へ行くのに三日は か 。 ころが、ほんのわずかな時間で、山城国へ到着した。
　　
壊れた辻堂には石地蔵が安置してあった。辻堂を建て直そうとす
る人もいない。小柄な法師も姿を消してし った。近くにいた人にここはどこかと男が尋ねると、山城国桂里だと答え それでこの男は、 「さてはこのお地蔵様がここまで俺を連 てきて下さったの
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だな」とありがたく思った。しかし、 桂里には知り合いもいないし、このままではどうしようもない そう思ってとりあえず京へ上ろうとしていたところ、 さきほどの小さな法師が現れて、 「どこ 行ってはいけません。ただここに住んでいて下さい」と言って、また姿を消した。それでしか なく辻堂に佇んでいた。
　　
一方、西岡に住んでいる竹商人の男がいて、日頃、この辻堂が壊








で、盲目の者がお祈りするとすぐに目が見えるようになった。その霊験あらたかなことは全国に知れ渡り、参詣者は何千万人ともなった。 人々はこの地蔵堂へいろいろ 風流な拍物でパレードし ら、お参りした。このところ、京都でも地方でも、こ 桂里の石地蔵のうわさでもちきりだ。伝え聞いた話 信用し たいが、いろいろな人から耳に入ったの 記しておく。それ しても、道理に合わない話である。
十七日、晴。今夜、上皇様は小河亭へお引っ越しなさった。お供の殿
上人は六人、六位の北面の武士が十人だという 室町殿が同席されて、 皇御所が竣工するま 、しば くの間、ここにお住みになるそうだ。
　　
さて今出川家より書状が来た。今出川公行左大臣 母 ・ 南向殿が、
この十二日、夫の故今出川公直左大臣 道の西谷墓所へ焼香に行ったそうだ。そし その帰りに下痢になっ という。昨日より病状がとても悪化している。老齢なので、長くは持つま との である。とても驚き悲 んだ。
十八日、晴。今出川家に使者をつかわした。南向殿の病状を見舞わせ








御所様の秘曲伝授の儀式を準備するためだと う。 音楽会があった。綾小路や田向三位らも参加した。妙一がまた来て、平家物語を語った。 が酒宴を準備し
今出川家南向の死二十日、 晴。崇光天皇の皇女で尼の入江殿今御所様がいらっしゃった。







奏した。綾小路前参議や田向長資朝臣も参加した。そ 私も 少しだけだったが 合奏に参加した。南向殿のことがあるの 、鳴り物を控えるべきであろう。しかし、霊前に音楽を奉納すると うこともあるし、自分にとっても音楽を極め いとい 気持ち 。すべてを音楽の神である妙音天の加護に任せることとして 特に今日の合奏に加わった。亡 人を悼まなければな ない時に、音楽を奏でるとは無慈悲・無神経な者の うに思わ るかもしれない。しかし、無力な私 しては、こうす より仕方がな ったのである。
南禅寺阿栄蔵主の来訪二十一日、晴。音楽会があった。太食調の曲を五つ弾いた。御所様は





ので、 御所様のお弟子になるよう、 後小松上皇様のお取り成しがあった。さらに秘曲などを伝授してほしいと、勾当内侍を通して上皇様よりお話があった。そ ようなお話が上皇様から出る前に、園参議へ琵琶の練習をしに伏見宮家へ来るように御所 が仰ったのでは恐れ多いことですと申した。それで今日、御所様がお会いになった。園の琵琶の演奏をお聞きに った。平調の曲三つ 次に別の調子に移した青海波を弾いた。催馬楽はいまだ習っ いな いうので、呂音と律音の二つ 催馬楽をお教えになった。
　　
その後、音楽会があった。盤渉調の採桑老・蘇合三帖・蘇合破急・









た。東山の宝幢寺へ火葬 行っ いて、左大臣・大納言・参議兼近衛中将・女中・家僕ら皆が出払っていたという。慈雲院の尼たち、相国寺の僧たち、その他の尼や僧らが大勢 御経をあげに行っ そうである。深夜の帰宅時分を見計らって再度今出川家へ出かけて、話を聞いてきたそうだ。左大臣と お会いしなかった。その後、今出川家の家司である興衡朝臣や重徳 と会 、 詳しく話を聞いた。南向殿は、病気になって亡くなるまで、 「貞成様と今一度お会いできなかったことが残念です」と話していたそうだ。永年、お互いに親しんできた心中が察せられ 、悲しみが深まるばかりである。亡くなる直前に、尼になったという。生前はいつも 念仏を唱える人であった。
　　
今夜の音楽会は一越調の曲を七つと朗詠などであった。音楽会に
来なさいと豊原郷秋にお命じ て たが、病気 といって来なかった。 領地を一ヶ村いただい 時は、 一生懸命お仕えし す 言っていたくせに、御所様のお呼び 応じないとは、けしからん奴だ。
新御所様の琵琶秘曲伝授二十四日、曇ったり晴れたり落ち着かない、時々雨も降った。夕方に





の事として、簡略な形で行われた。進行役は麻の狩衣を着た田向長資朝臣、道具などを運ぶ役も同じく狩衣の庭田重有朝臣である。綾小路信俊前参議は衣冠 着て出席した。特に役をするわけでもいないのに、控え役 を きた綾小路は立派であ 。
　　
早朝に道場をしつらえた。客殿の南面二間に御簾を懸けて、巻き
上げておいた。西面二間にも御簾 懸けて、巻き上げておいた。南面の大きな床 間、その東西左右の柱の際に高灯台を二本立てた。高灯台 上には柄 付いた灯台が置いてある。北の奥の間に 、障子に沿って屏風二枚一組を立てた。その屏風に、西園寺家に伝わる妙音天の絵像をお懸けした。絵像 に机一脚を立て 、お供えとお香、お花を供えた。その左右 も柄 付いた灯台 置いた。
　　
東沿いの長押の中央に添って大文畳（※）一帖を南北方向に敷い









琶を置いた。次に長資朝臣が伝授を受ける新御所様の「卯の花」という名のある琵琶を置いた。 その後、 師範の御所様がお出ましになった。次いで進行役の長資朝臣が受者である新御所様を呼び出し 新御所様が席に着いた。そして 箱の蓋に入れた日時を占った文を持ってきた。師範が の文をご覧になり、次 伝授を受ける者がそれ 開い 見 この文は、数日前に陰陽師の安倍守経朝臣が占いの結果を報告したも である。
　　
いよいよ御所様は長資朝臣を呼んで、御所中の人々を遠く退ける






お与えになった。次に長資朝臣が法枕（※）の琵琶を持ってきた。この琵琶は「仙家」という名で、私の楽器である とりあえず、お貸ししたのである。秘曲を受けた者がこ 琵琶を受け取り、師範の御前に置い 。次 儀式の手伝い役の の御琵琶を取り片付けた。次いで師範がご退席になった（※） 。最後 、秘曲を受けた者が退出した。
　　
その後、祝宴があった。皆、装束を替えず酒席に臨んだ。お祝い









※「ご退席になった」…原文では「入御」 （お入りになった）とあるが、「出御」の誤記であろう。斯波義教一行の伏見荘来訪二十五日、晴。勘解由小路右衛門督入道斯波義教、その子息で前管領の斯波義淳左衛門佐、それに家臣の甲斐祐徳や織田以下の数人が伏見荘へ来たそうだ。 納涼のためらしい。 土倉の宝泉房の屋敷に泊まったそうだ。斯波らからお酒や引き出物などがいろいろと御所様へ届けられた。御所様か は返礼にいろいろとお与えになったらしい。後日、御所様は勝阿を通して斯波へお礼の意をお伝えになったそうだ。
二十六日、晴。綾小路前参議と冷泉正永が京都へ戻った。戻る前に、
新御所様がご自分のお部屋で、 綾小路に を 振る舞いになった。秘曲伝授の儀式をつつがなく準備してくれたお礼である。今日は南向殿の初七日だ。身 浄めて御経を読んだ。ま 哀しみがこみあげてきた。
蛇の怪異（その一）　　
さて伝説などというものは、記録してもつまらないものだが、耳






たら、社頭あたりに白蛇がいた。この男が扇を開いて「もしあなたが宇賀神（※）ならば、こ 扇 乗って下さい」と言った。そうしたら、 この蛇が扇の上に這い上ったので、 喜んで布に包んで連れ帰った。そして自分の家の北西の角に社を作って そこに蛇 お祭りした。そうしたら、思い けず物が手 入 り、他人も物を貸してくれ りして、生活が安定してき 。それでやは この蛇は宇賀神だと思い、お供えをして大切に いた うしているうちに、この白蛇は次第に大きく成長して った。それで恐ろ くなって、はこ 蛇をどこか 捨 ようと た。それに対して、妻は「宇賀神であるならば、捨てるべきではありません」と反 たの 、その通りだと思い直して、捨てるのをやめた。
　　
その後、この男が他所に外出する度に、この妻は眠たくなって昼
寝をしていた。ある時、隣人が男の家を覗いて見 ら、大 蛇がこの女の上で、とぐろを巻い うずくまって 隣人がこの事を男に知らせたら 男は「俺もなぜかしらこ 頃、気味悪く胸騒ぎがしていた。さては信じられな ような とが起こっている かもしれない」と言った。それ 男 外出する振りをして、隣の家か
自分の家を覗いて見ていたら、聞いたとおり、妻は昼寝をしはじめた。そこへ大蛇がやって来て妻の上へ這い上がろうとした。男はそれを見て、走り出し、太刀を抜いて蛇を切ろうとした。そうしたら蛇は男の妻をきつく巻き取って、外へ出ていってしまい どこかに行方をくらました。男はあちこち尋ね歩いたけれども、一向に行方は分からない。それから、男はまた、たちまち貧乏になって まった。これは本当に不思議な とだという話 聞 た。
蛇の怪異（その三）　　
またこの五月のころ、河原院聖天（※）へ一人の女が参詣した。

































長保（弦楽器と管楽器で残楽※） 、 秦皇 ・ 皇仁、 打毬楽 ・ 垣破、 河南浦 ・胡徳楽、太平 （弦と管で残楽） ・狛桙、北庭楽（弦と管で残楽） ・林家（同じく弦と管で残楽） 、抜頭・八仙 陵王・納曽利（弦と管で残楽）を演奏した。そして退出音声（ は長慶子。
○三月一日条（誤）屏風絵三幅を立て、…掛け軸を懸けた。（正） 屏風を立て、 これに本尊が観音で両脇侍が猿の絵像三幅を掛けた。○三月四日条（誤）椙殿こと庭田貴子さん
　（正）椙殿こと庭田資子さん
○三月七日条（誤）それなのに、欠席したのは無礼である。（正）しかし、長広が出席すると返事をしていながら来なかったのは、
　
無礼である。
（誤）ノコギリ
　　
（正）釿（ちょうな）
（誤）藤花の盃を御所様がお取りになって、皆、
　
（正）御所様が藤花の盃でお酒を飲まれたので も○三月一一日条（誤）しかたなく経良抜きで、綾小路信俊参議と共に雅楽を演奏する
ことになった。太鼓を借り受けに田向の家へ出かけた。
（正）大鼓を借り出して、田向 家へ出 けた。綾小路信俊前参議も
一緒に行き、田向の家で音楽会をしようということになった。
○三月二四日条（誤）以前も上皇御所へ参った際、貞成様にあらかじめ見ていただい
たおかげで、うまく行った。今回もお目にかけますので、まずご検討くださいとのことだった。
（正）以前も上皇様の事前チェックを受けて、何とかお眼鏡にかない
ました。今回も上皇様の事前チェックがありますので、まずは貞成様にみていただきたく存じますということだった。
○三月二六日条（誤）近衛家に仕えている久増
　　
（正）近衛府生の秦久増
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上
